
【経営発達支援計画とは】 

 平成２６年６月に商工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関する法律（平成５

年法律第５１号）の一部が改正になりました。本改正は、小規模事業者の事業の持続的発展

を支援するため、商工会及び商工会議所が、小規模事業者による事業計画の作成及びその着

実な実施を支援することや、地域活性化にもつながる展示会の開催等の面的な取組を促進す

るため、商工会及び商工会議所が作成する支援計画のうち、小規模事業者の技術の向上、新

たな事業の分野の開拓その他の小規模事業者の経営の発達に特に資するものについての計画

を経済産業大臣が認定する仕組みです。 

 美濃商工会議所は、平成２９年３月１７日に経営発達支援計画の認定を受けました。 

 

 

 

評価基準   Ａ：目標を達成することができた（100％以上） 

       Ｂ：目標を概ね達成することができた（80～99％） 

       Ｃ：目標を半分程度しか達成することができなかった（30～79％） 

       Ｄ：目標をほとんど達成することができなかった（30％未満） 

       Ｅ：未実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成３０年度 経営発達支援計画評価表 

美濃商工会議所 

区 分 項 目 事 業 の 目 標 評 価 

Ⅰ．経営発達支

援事業の内

容 

１．地域の経済動向調査に

関すること 

年２回景況調査を実施し公表する。また、

他の支援機関の景況調査の結果と比較・分析

する。 

Ａ 

２．経営状況の分析に関す

ること 

財務分析、内部環境・外部環境分析による

経営分析を通じ今後の経営改善・発達に繋が

る助言・提案を行う。 

Ｂ 

３．事業計画策定支援に関

すること 

巡回訪問と事業計画作成セミナー、個別相

談により事業計画策定の必要性や有益性を

認識してもらい、事業計画策定を支援する。 

Ｂ 

４．事業計画策定支援後の

実施支援に関すること 

巡回訪問によるフォローアップと、課題解

決のためのセミナーの実施、各種支援施策を

活用し、事業計画実行を支援する。 

Ｂ 

５．需要動向調査に関する

こと 

事業計画を策定した小規模事業者の商品

に対して必要な需要動向を調査・分析する。 
Ｂ 

６．新たな需要の開拓に寄

与する事業に関するこ

と 

需要があるのに認知度不足である商品に

ついて幅広く知ってもらうよう販売ツール

を提供する。 

Ｃ 

Ⅱ．地域経済の

活性化に資

する取組 ７．地域経済の活性化に資

する取組 

 「うだつの上がる町並み」と「美濃和紙」

をさらに積極的にＰＲし、観光客の増加によ

る売上向上の土壌を醸成し出店の促進を図

る。また、個店の店主を知ってもらうことに

より地元ファンを獲得し、「うだつの上がる

町並み」ににぎわいを取り戻す。 

Ａ 

Ⅲ．経営発達支

援事業の円

滑な実施に

向けた支援

力向上のた

めの取組 

８．他の支援機関との連携

を通じた支援ノウハウ

等の情報交換に関する

こと 

 各支援機関と情報交換を行い、ノウハウの

蓄積を図ることにより個別支援に役立てる。 
Ａ 

９．経営指導員の資質向上

等に関すること 

事業計画策定や実施支援に関する実践的

な研修に参加することにより、スキル及び指

導力を習得する。また、全職員で共有化を図

る。 

Ａ 

10．事業の評価及び見直し

をするための仕組みに

関すること 

 経営発達支援計画評価委員会を新たに組

織し、事業についての進捗状況及び成果・評

価・見直しの方針を決定する。 

Ａ 



 


